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•（独）福祉医療機構が行う物価高騰の影響を受けた医療施設等に対する優遇融資について、無利子かつ無担保等の

優遇措置が拡充（参考：5ページ）

•据置期間5年以内、当初5年間無利子の医療貸付について、下記①、②に該当する病院・有床診療所が対象

①病床数適正化支援事業について事業計画（活用意向調査）を提出

②地域医療構想調整会議において合意を得て、地域のニーズを踏まえた再編・減床等を行うもの（令和6年度以降

の地域医療構想調整会議で合意を得ているものに限る）

•②について、病床削減や再編の取組みを行う医療機関が優遇融資を積極的に活用できるよう対応

• 4月28日～5月9日 県内病院、有床診療所へ福祉医療機構の通知を周知し、活用意向を確認

＜活用意向で回答を求めた内容＞
１．許可病床数 ２．機能別病床数 ３．病床稼働率（H30～R6） ４．平均在院日数（H30～R6）
５．減少する病床（病棟名、病床機能、診療報酬（入院料）、減少病床数、減少予定時期）
６．病床を減少する理由

（直近の医療需要や病床稼働率、平均在院日数などを基に記載）
７．病床の減少後に担う主な医療の内容

（第８次福井県医療計画に記載の５疾病・６事業・在宅医療）※該当する項目のみ
８．今後、地域医療において担う役割

（地域から受入れる患者像、医療機関との連携の取組み、今後強化する役割など）

•福井循環器病院から早期に優遇融資を活用する意向が示されたため、臨時会を開催し、病床削減について協議

•次ページ以降に活用意向で回答があった内容と県の考え方を示しますので、御意見をいただきたい。

物価高騰の影響を受けた医療施設等に対する優遇融資の拡充への本県対応
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福井循環器病院の病床削減 ①

2

１．許可病床数

区分 一般 療養 精神 結核 感染症 合計

現 状 165 床 165 床

減少後 161 床 161 床

区分 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休床 合計

現 状 60 床 104 床 1 床 165 床

減少後 60 床 100 床 1 床 161 床

２．機能別病床数（地域医療構想対象の一般病床・療養病床）

３．病床稼働率（許可病床ベース）、 ４．平均在院日数

区分 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

病床稼働率 73.4 ％ 70.2 ％ 56.7 ％ 58.4 ％ 55.2 ％ 59.5 ％ 61.9 ％

平均在院日数 14.3 日 13.9 日 13.2 日 13.7 日 12.8 日 13.6 日 14.1 日

５．減少する病床

病棟名 病床機能 診療報酬（入院料） 減少病床数 減少予定時期

５階病棟 急性期 急性期一般２ 4 床 令和8年3月31日

福井循環器病院から活用意向で回答があった内容 １～８



福井循環器病院の病床削減 ②
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６．病床を減少する理由

７．病床の減少後に担う主な医療の内容（第８次福井県医療計画に記載の５疾病・６事業・在宅医療）

•人口減少・少子高齢化が進む中、ここ数年は病床稼働率、入院患者数が減少傾向にある。

• こういった傾向を踏まえ、当院は高度循環器専門病院として、良質かつ適切な医療をさらに効率的に提供する体制を推し

進めていく一環として、病床を減少する。

項目 主な医療の内容

心血管疾患
最先端の医療技術を用いた手術を推進していく。さらに、急性期・重症患者に対してICU（集中治療室）で

の治療・管理を行うとともに、リハビリを含めた在宅復帰に向けた継続的治療を行っていく。

小児医療
心血管疾患における県内でも唯一の小児手術の実施施設として、ICUを含めた周術期管理を実施するとと

もに、患者の状態に合わせた最適なケアを提供し、手術後の回復を促進していく。

救急医療
時間外、休日、夜間の救急患者および救急車の受入について、さらに充実した救急医療を提供し、特に心血

管疾患の重症な救急患者に対して当院が「最後の砦」として高度急性期医療を担っていく。

新興感染症 感染症のまん延状況を見極めつつ、県からの要請があった際には入院治療等の対応を行う。



•福井・坂井構想区域においては、高度急性期、急性期、慢性期の過剰が見込まれている。

•福井循環器病院の直近の病床稼働率は国が想定する急性期の病床稼働率78％を下回ること、入院患者数が減少傾向

にあることから、医療需要の動向を踏まえた病床の減少であり、地域医療構想の趣旨に沿ったものと考える。

•福井循環器病院は病床の減少後も、引き続き心血管疾患における急性期医療を担うこと、地域医療支援病院としてかか

りつけ医等との連携を強化することが確認できるため、本県の心血管疾患の医療提供体制は維持できると考える。

（参考：６、７ページ本県の心血管疾患の医療提供体制等）

福井循環器病院の病床削減 ③
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８．今後、地域医療において担う役割

•当院は先天性・後天性の心臓病、高血圧、動脈硬化、心不全等の循環器疾患を主たる対象として治療等を行う専門病院

であり、県内最多の心臓手術件数に対応し、さらに県内唯一の小児心臓手術の実施施設である。

•急性期心筋梗塞、大動脈解離等の一刻も早く治療を行わなければならない救急医療に関して、いついかなる時も、迅速

かつ適切に対応することで、地域医療の重要な役割を担っている。

•高度循環器専門病院として最先端医療の提供を行っていく。高度な専門治療の提供と専門性の高い医療スタッフの連携

（チーム医療）を推進させ、患者中心の医療の提供を行い、地域医療に貢献していく。

•今後とも、地域医療支援病院として福井県の地域医療を支えていくため、地域医療連携クリティカルパスや、地域医療連

携システム「ふくいメディカルネット」等の活用をさらに推進し、地域の医療機関との連携を強化していく。

回答に対する県の考え方



（参考）（独）福祉医療機構からのお知らせ、優遇融資を受けるための証明願
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（参考）本県の心血管疾患の医療提供体制

6

「第２次福井県循環器病対策推進計画（第８次福井県医療計画 循環器病対策推進計画編）」p38から抜粋



（参考）本県の心血管疾患急性期医療を担う医療機関
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医療圏 心血管疾患急性期医療を担う医療機関

福井・
坂井、
奥越

① 福井県立病院
② 福井赤十字病院
③ 福井総合病院
④ 福井循環器病院
⑤ 福井大学医学部附属病院
⑥ 福井県済生会病院

丹南 ⑦ 中村病院

嶺南 ⑧ 市立敦賀病院
⑨ 杉田玄白記念公立小浜病院

「第２次福井県循環器病対策推進計画（第８次福井県医療計画 循環器病対策推進計画編）」p41から抜粋・加工

※記載順は病院機能報告における病床・外来管理番号による

※上記の医療機関以外に、24時間体制ではないものの、急性期の医療
に対応する医療機関もあることにご留意ください。

•専門的診療が可能なチーム（専門医、看護師、臨床検査技

師（血液性化学検査）、臨床工学技士（生命維持装置の操

作）、診療放射線技師等）による休日を含めた２４時間対応

ができること。

•冠動脈バイパス術等の実施が可能な心臓外科を設置し、ま

たは心臓外科がある医療機関への速やかな搬送層を行い、

連携が取れること。

• ＣＣＵ（冠動脈ケアユニット）およびそれに準ずるＩＣＵ棟の重

症病床が整備されていること。

•心肺補助装置や大動脈内バルーンパンピング等の補助循環

装置を整備し、それらを円滑に運用できること。

•来院後平均９０分以内の冠動脈再疎通が可能であること。

•必要に応じ精神科（またはそれを有する医療機関）と連携が

取れること。

•回復期の医療機関と連携がとれていること。

•地域連携クリティカルパスの活用に努めること。

急性期医療機関に求められる事項
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